射　　撃（案）
（主管　射撃協会）
競　　技　　役　　員
部　　　　長
熊山幸男
副部長
宮崎利男
競技委員長
平野友也
進行委員長
伊藤三喜雄
進行係
原田民雄　　　
審判委員長
瀬戸洋一
審判委員　
相原清史　　　
記録委員長
髙橋正至
（　試　　合　　規　　定　）

クレー射撃（団体の部）
　　チーム編成　監督１　選手３名　選手は銃砲所持者のみ（選手変更は２名まで可）
　　競技方法　（１）１チーム３名（各自１ラウンド２５標的２回）計150点満点の最高得点位とする。
　　　　　　　（２）合計得点が１～３位で同点の場合、３名の最終ラウンドの合計得点の上位から決定する。なお、同点の場合はチーム選手代表者１名によりロングランを行い、上位を決定する。４位以下が３名の最終ラウンドの合計得点が同点の場合は射順により決定する。
　　　　　　　（３）使用装弾は２４ｇとする。
クレー射撃（個人の部）
　　競技方法　（１）団体戦の射撃成績を採用し決定する。
（２）１～３位で同点の場合はロングランを行い、上位を決定する。４位以下は最終ラウ
ンドの得点の上位から決定する。更に同点の場合は同位とし順位を決定する。
その他　   （１）競技進行に選手監督は協力をすること。（開催当日の状況により、競技方法を変更する

ことがある。その際、監督選手に周知する。）

（２）使用する装弾については各自負担とする。
エアーライフル競技（公開種目）

「平塚エアーライフル射撃場（熊山ビル4F）」
競技方法（１）エアーライフル競技（10/29）



　①　1人40発立射



　②　同点の時は最終シリーズの高得点者を上位とする。
団体の部優勝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　区

個人の部　　クレー射撃優勝（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　地　区
